
昨
年
度
、
支
部
長
と
い
う
身
に
余
る
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
微
力
で
は
あ

り
ま
し
た
が
諸
先
輩
を
は
じ
め
、
役
員
、
会
員
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を

賜
り
、
そ
の
責
任
の
一
端
を
何
と
か
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心

よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

引
き
続
き
支
部
長
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
に
な
り
、
役
員
の
皆
様
と
と
も
に

意
を
新
た
に
し
て
任
に
当
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
五
月
十
四
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
総
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
母
校
開
学
の
精
神
を
確
か
め
、
夕
陽
会
の
原
点
で

あ
る
親
睦
の
和
を
深
め
る
と
と
も
に
、
教
育
振
興
に
寄
与
す
る
。」
を
継
承
し

て
い
く
こ
と
を
承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
基
本
方
針
を
受
け
、
本
部
・
支
部
・
各
支
会
と
の
連
携
を
よ
り
強
化

し
、
会
員
の
資
質
向
上
の
支
援
や
親
睦
な
ど
、
社
会
の
変
化
に
応
じ
つ
つ
各

事
業
を
こ
れ
ま
で
同
様
に
計
画
・
実
施
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

事
業
の
一
つ
に
各
支
会
訪
問
が
あ
り
、
各
支
会
総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内

を
い
た
だ
き
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
席
で
は
必
ず
「
夕
陽
讃
歌
」
と
「
寮
歌
」
が
声
高
ら
か
に
歌
わ
れ
、

同
窓
の
意
識
と
連
帯
感
が
一
層
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
美
酒
と
語

ら
い
が
深
ま
る
な
か
、
諸
先
輩
の
夕
陽
会
に
対
す
る
熱
き
思
い
に
ふ
れ
感
激

し
、
後
輩
に
対
す
る
温
か
い
心
に
感
謝
し
、
強
い
絆
で
結
ば
れ
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
一
層
感
じ
、
勇
気
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

開
学
の
精
神
「
土
地
墾
闢
・
人
民
蕃
殖
」
の
教
え
の
も
と
、
営
々
と
築
か

れ
て
き
た
歴
史
と
伝
統
の
重
さ
を
真
摯
に
受
け
止
め
、「
創
造
し
、
行
動
す
る

夕
陽
会
」
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

夕 　 陽 　 渡 　 島（1）
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十
七
年
度
よ
り
函
館
市
と
渡
島
東
部

四
町
村
、
並
び
に
森
町
と
砂
原
町
の
合

併
に
伴
っ
て
、
大
規
模
な
渡
島
支
部
の

改
編
が
行
わ
れ
、
新
年
度
よ
り
十
一
支

会
で
の
渡
島
支
部
が
発
足
い
た
し
ま
し

た
。
新
た
な
組
織
体

制
の
中
で
、
五
月
十

四
日
（
土
）
ホ
テ
ル

法
華
ク
ラ
ブ
函
館
を

会
場
に
、
支
部
総

会
・
懇
親
会
・
新
会

員
歓
迎
会
が
盛
大
に

華
や
か
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
で
は
、

川
合
支
部
長
の
挨
拶

に
続
き
ご
来
賓
の
川

島
孝
夫
夕
陽
会
長
様

よ
り
母
校
の
現
状
と

今
後
の
概
要
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
更
に
十
七
年
度
の

事
業
計
画
等
の
案
件
に
つ
い
て
協
議
・

承
認
を
い
た
だ
い
た
後
、
役
員
改
選
に

移
り
川
合
支
部
長
の
再
任
と
幹
事
長
と

し
て
新
た
に
竹
内
良
容
大
関
小
学
校
長

を
選
出
し
新
体
制
が
始
動
い
た
し
ま
し

た
。続

い
て
大
懇
親
会
・
新
会
員
歓
迎
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
新
会
員
に
十
二
名

を
迎
え
、
再
編
に
よ

る
支
部
会
員
の
減
少

に
も
か
か
わ
ら
ず
昨

年
ま
で
と
同
様
二
百

名
を
超
え
る
出
席
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
て
い
る

夕
陽
讃
歌
の
歌
と
共

に
祝
宴
が
始
ま
り
会

員
の
懇
親
・
交
流
は

元
よ
り
、
新
会
員
の

溌
剌
と
し
た
自
己
紹

介
や
大
抽
選
会
等
大

い
な
る
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

最
後
に
は
寮
歌
の
大
合
唱
を
も
っ
て
夕

陽
の
絆
を
確
か
め
合
い
、
盛
会
の
う
ち

に
会
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
会
の
皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
。

●
　
運

営

方

針
　
●

一
、
支
部
、
支
会
の
連
携
強
化

①
会
員
の
同
窓
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

②
会
員
相
互
の
助
け
合
い
を
大
切
に
す
る
。

③
支
部
と
支
会
、
支
会
相
互
の
連
携
を
密
に

す
る
。

④
情
報
活
動
を
活
発
化
す
る
。

二
、
会
員
の
資
質
向
上
・
援
助

①
会
員
相
互
の
研
修
活
動
を
促
進
す
る
。

②
人
材
の
発
掘
と
登
用
を
積
極
的
に
進
め

る
。

③
新
会
員
（
新
採
用
者
・
渡
島
管
内
勤
務
初

経
験
者
）
へ
の
援
助
・
啓
蒙
に
努
め
る
。

④
退
職
会
員
へ
の
感
謝
と
激
励
に
努
め
る
。

三
、
本
部
及
び
他
支
部
と
の
連
携

①
本
部
と
の
連
携
を
深
め
、
会
の
一
層
の
充

実
・
発
展
を
図
る
。

②
本
部
事
業
へ
積
極
的
な
協
力
を
行
う
。

③
他
支
部
と
の
密
接
な
情
報
交
換
・
連
携
を

図
る
。

④
本
部
か
ら
の
支
援
を
積
極
的
に
求
め
る
。

●
　
事
業
推
進
方
針
　
●

一
、
支
会
訪
問

①
各
支
会
の
総
会
・
会
合
に
は
積
極
的
に
参

加
し
、
支
部
と
支
会
の
連
携
を
図
る
。

②
会
費
完
納
会
員
に
は
、
記
念
品
を
贈
る
。

二
、
情
報
・
資
料
の
提
供

①
各
支
会
及
び
他
支
部
と
の
情
報
交
換
に
努

め
る
。

②
本
部
と
の
情
報
交
換
に
努
め
る
。

三
、『
夕
陽
渡
島
』
の
発
行

①
『
夕
陽
渡
島
』
を
発
行
し
、
会
員
の
交
流

を
図
る
。

四
、
研
修
事
業

①
新
採
用
者
な
ど
に
、
教
育
に
携
わ
る
者
と

し
て
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

②
研
修
情
報
の
収
集
及
や
研
修
資
料
の
作

成
・
提
供
を
図
る
。

③
会
員
各
自
の
研
修
促
進
と
研
修
実
践
者
へ

の
積
極
的
な
支
援
を
図
る
。

五
、
退
職
会
員
と
の
連
携

①
勇
退
者
へ
の
感
謝
と
激
励
の
会
を
開
催
す

る
。

②
「
渡
島
支
部
終
身
会
員
」
へ
の
積
極
的
な

勧
誘
を
推
進
す
る
。

③
退
職
者
の
業
績
を
記
録
し
た
『
勇
退
者
の

横
顔
と
足
跡
』
を
発
行
す
る
。

④
退
職
者
へ
記
念
品
を
贈
る
。

六
、
本
部
事
業
へ
の
協
力
参
加

①
本
部
主
催
の
各
種
事
業
へ
積
極
的
な
協
力

と
参
加
を
推
進
す
る
。

②
「
本
部
前
納
会
員
」
へ
の
積
極
的
な
勧
誘

を
推
進
す
る
。

七
、
関
係
機
関
と
の
連
携

①
各
種
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、
事
業

を
推
進
す
る
。

八
、
そ
の
他

①
教
頭
昇
任
者
・
校
長
採
用
者
、
受
賞
者
等

へ
、
祝
詞
等
を
贈
る
。

②
慶
弔
規
定
に
基
づ
い
て
、
迅
速
に
対
応
す

る
。

夕 　 陽 　 渡 　 島 （2）

平
成
十
七
年
度

夕
陽
会
渡
島
支
部

総
会
・
懇
親
会
盛
会
裡
に
終
了

夕
陽
会
渡
島
支
部
副
支
部
長
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木
古
内
町
は
昭
和
六
十
三
年
三
月

の
青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
伴
い
「
北

の
大
地
の
始
発
駅
」
と
し
て
脚
光
を

浴
び
、
早
十
八
年
の
時
が
過
ぎ
た
。

今
日
、
我
が
国
の
経
済
状
況
の
変

化
に
伴
い
、
本
町
は
と
り
わ
け
大
き

な
基
幹
産
業
が
な
い
状
況
に
あ
る
。

町
並
は
目
前
の
津
軽
海
峡
と
背
面

の
山
岳
地
帯
に
囲
ま
れ
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
大
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

現
在
、
本
町
は
行
政
と
住
民
が
と

も
に
語
り
と
も
に
行
動
す
る
「
北
の

大
地
の
福
祉
都
市
き
こ
な
い
」
の
創

造
を
目
指
し
歩
み
を
進
め
て
い
る
。

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、「
ふ
る

さ
と
教
育
」
を
大
き
な
柱
と
し
て
、

保
・
小
・
中
・
高
連
携
教
育
の
推
進

を
図
り
、
本
町
の
人
づ
く
り
・
町
づ

く
り
の
重
責
を
担
っ
て
い
る
。

本
町
で
は
町
教
委
が
事
務
局
と
な

っ
て
、
町
内
の
私
立
二
保
育
園
、
町

立
三
小
中
学
校
、
道
立
一
高
校
、
そ

れ
ぞ
れ
か
ら
運
営
委
員
を
派
遣
し
て

校
種
間
連
携
教
育
事
業
「
つ
な
げ
〜

る
」
の
実
践
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

本
支
会
会
員
は
そ
れ
ら
を
実
行
す

る
中
心
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て

い
る
。
現
職
会
員
は
三
十
一
名
で
小

浅
悌
司
教
育
長
を
筆
頭
に
、
木
古
内

小
十
二
名
、
鶴
岡
小
五
名
、
木
古
内

中
十
名
、
木
古
内
高
三
名
で
あ
る
。

ま
た
、
町
内
在
住
会
員
九
名
の
先
輩

諸
氏
に
は
、
学
校
評
議
員
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
教
育
相
談
事
業
等
で
、
温
か

い
指
導
・
支
援
を
賜
っ
て
い
る
。

十
年
後
早
く
て
七
〜
八
年
後
に

は
、
夢
の
北
海
道
新
幹
線
開
通
が
確

定
し
て
お
り
、
町
の
息
吹
が
少
し
ず

つ
勢
い
を
増
し
始
め
て
い
る
。

道
南
、
北
海
道
の
み
な
ら
ず
全
国

的
な
経
済
不
況
は
共
通
し
た
課
題
で

あ
る
。
今
こ
そ
、
家
庭
・
地
域
・
学

校
が
本
気
に
な
っ
て
手
を
携
え
、
ふ

る
さ
と
の
発
展
に
夢
を
託
し
、
か
け

が
え
の
な
い
一
人
一
人
の
子
供
た
ち

の
「
自
尊
の
心
と
生
き
る
力
」
の
育

成
に
鋭
意
努
力
し
た
い
。

来
る
七
月
十
五
日
（
金
）
に
、
本

支
会
の
平
成
十
七
年
度
総
会
・
懇
親

会
を
予
定
し
て
い
る
。
夜
の
部
の
連

携
も
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な
ら
な
い

と
支
会
長
と
し
て
緊
張
し
て
い
る
。

我
が
上
磯
町
は
渡
島
半
島
南
部
に

広
が
る
広
大
な
平
野
を
中
心
と
し
た

田
園
工
業
都
市
で
す
。
晴
れ
た
日
に

は
穏
や
か
な
函
館
湾
の
向
こ
う
に
函

館
山
が
美
し
く
見
え
ま
す
。
児
童
生

徒
数
は
道
南
全
体
で
は
年
々
大
幅
に

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
上
磯
町
は
昭

和
の
時
代
よ
り
は
若
干
減
っ
て
い
る

も
の
の
平
成
に
な
っ
て
か
ら
は
ほ
と

ん
ど
減
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
函
館
市

に
近
い
浜
分
小
学
校
で
は
近
年
む
し

ろ
児
童
数
が
増
え
て
い
る
状
態
で

す
。さ

て
、
夕
陽
会
上
磯
支
会
は
十
一

小
中
学
校
で
会
員
数
は
百
三
十
八
名

で
す
。
高
校
や
教
育
委
員
会
を
含
め

る
と
百
五
十
五
名
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
退
職
後
も
上
磯
町
に
在
住
し
て

い
る
先
輩
諸
氏
も
多
く
、
百
十
一
名

も
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
五
月
二
十
七
日
（
金
）

に
「
の
と
や
七
重
浜
店
」
で
総
会
並

び
に
大
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

懇
親
会
に
は
田
中
則
夫
教
育
長
様
始

め
、
渡
島
支
部
長
の
川
合
正
芳
校
長

先
生
や
町
内
在
住
の
退
職
会
員
の
皆

様
方
十
三
名
も
参
加
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
旧
交
を
温
め
て

い
る
姿
を
見
る
に
つ
け
、
改
め
て
夕

陽
会
員
の
結
び
つ
き
の
堅
さ
に
感
じ

入
り
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
に
お
い
て
は
私
千
田

が
今
年
度
の
支
会
長
を
仰
せ
つ
か

り
、
先
輩
諸
氏
の
前
で
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
し
た
。
来
年
二
月
の
大

野
町
と
の
合
併
を
控
え
、
夕
陽
会
上

磯
支
会
と
い
う
名
称
は
本
年
度
で
最

後
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
次
年
度
へ

向
け
て
夕
陽
会
大
野
支
会
と
具
体
的

な
話
し
合
い
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
夕
陽
会
上
磯

支
会
の
名
を
汚
さ
ぬ
よ
う
に
全
力
で

役
目
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

夕 　 陽 　 渡 　 島（3）

支
会
だ
よ
り

木
古
内
支
会
長

（
木
古
内
小
学
校
）

石
　
黒
　
一
　
次

保
・
小
・
中
・
高

連
携
教
育
の
推
進

支
会
だ
よ
り

上
磯
支
会
長

（
浜
分
中
学
校
）

千
　
田
　
俊
　
幸

北
斗
市
へ
の
移
行
を

目
前
に
控
え
て
！



平
成
平
成
１７
年
度
　

年
度
　
会
　
務
　
報
　
告

会
　
務
　
報
　
告 

平
成
平
成
１７
年
度
　

年
度
　
会
　
務
　
報
　
告

会
　
務
　
報
　
告 

（
中
間
） 

平
成
１７
年
度
　
会
　
務
　
報
　
告 

平
成
１７
年
度
　
会
　
務
　
報
　
告 

４
月
１
日
　
採
用
校
長
、
昇
任
教
頭
等
祝

詞
発
送

11
日
　
総
会
・
懇
親
会
案
内
状
発
送

16
日
　
役
員
会
（
峠
下
小
学
校
）

21
日
　
第
四
回
本
部
役
員
会
（
五
島

軒
駅
前
支
店
　
川
合
支
部
長
）

22
日
　
日
登
圭
一
先
生
（
木
古
内
小
）

ご
結
婚
…
祝
電

26
日
　
八
雲
支
会
総
会
・
懇
親
会

（
八
雲
ロ
ー
ヤ
ル
ホ
テ
ル
、
川

島
会
長
、
川
合
支
部
長
）

５
月
14
日
　
平
成
17
年
度
渡
島
支
部
総

会
・
新
会
員
歓
迎
会
・
大
懇

親
会
（
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
）

五
稜
支
会
総
会
・
懇
親
会

（
ス
ナ
ッ
ク
・
ひ
ろ
）

18
日
　
総
会
・
新
会
員
歓
迎
会
・
大

懇
親
会
礼
状
発
送

20
日
　
渡
島
教
育
局
長
に
挨
拶
（
川

合
支
部
長
、
竹
内
幹
事
長
）

25
日
　
第
五
回
本
部
役
員
会
（
五
島

軒
駅
前
支
店
　
川
合
支
部
長
）

27
日
　
上
磯
支
会
総
会
・
懇
親
会

（
の
と
や
　
須
藤
幹
事
長
、
川

合
支
部
長
）

30
日
　
七
飯
支
会
総
会
・
懇
親
会

（
か
み
む
ら
　
川
島
会
長
、
藤

枝
副
支
部
長
）

31
日
　
大
野
支
会
総
会
・
懇
親
会

（
種
田
旅
館
　
藤
枝
副
支
部

長
）

第
六
回
本
部
役
員
並
び
に
顧

問
・
参
与
会
（
五
島
軒
駅
前

支
店
　
川
合
支
部
長
、
竹
内

幹
事
長
）

高
橋
孝
子
先
生
（
市
渡
小
）

ご
尊
父
様
ご
逝
去
…
弔
電

６
月
７
日
　
長
万
部
支
会
総
会
・
懇
親
会

（
長
万
部
温
泉
ホ
テ
ル
　
川
島

会
長
、
藤
枝
副
支
部
長
）

９
日
　
紺
井
健
一
郎
校
長
（
館
浜
小
）

ご
母
堂
様
ご
逝
去
…
弔
電

10
日
　
知
内
支
会
総
会
・
懇
親
会

（
川
波
　
須
藤
幹
事
長
、
川
合

支
部
長
）

15
日
　
蛯
子
芳
秀
先
生
（
森
小
）
ご

逝
去
　
弔
電
、
香
典
、
花
輪

16
日
　
終
身
会
員
清
水
敏
之
様
ご
逝

去
　
弔
電
、
香
典

18
日
　
本
部
総
会
・
懇
親
会
（
函
館

国
際
ホ
テ
ル
）

24
日
　
森
支
会
総
会
・
懇
親
会
（
プ

ラ
ザ
武
蔵
　
川
島
会
長
、
中

山
監
査
）

25
日
　
三
島
裕
一
校
長
（
森
中
）
ご

尊
父
様
ご
逝
去
…
弔
電

谷
掛
享
之
先
生
（
八
雲
中
）

ご
結
婚
…
祝
電

７
月
１
日
　
松
前
支
会
総
会
・
懇
親
会

（
旅
館
み
う
ら
　
関
口
副
支
部

長
、
類
家
副
幹
事
長
）

７
日
　
福
島
支
会
総
会
・
懇
親
会

（
福
寿
し
　
安
藤
副
支
部
長
、

土
谷
顧
問
）

15
日
　
木
古
内
支
会
総
会
・
懇
親
会

（
清
本
鮨
　
関
口
副
支
部
長
）

夕 　 陽 　 渡 　 島 （4）

支　　会　　長 

平成17年度 平成17年度 

夕陽会渡島支部各支会役員名簿 夕陽会渡島支部役員名簿 
幹　　事　　長 

氏　　　名 氏　　　名 所　属 所　属 

松 前  

福 島  

知 内  

木古内 

上 磯  

大 野  

七 飯  

鹿 部  

森 

八 雲  

長万部 

五 稜  

支会名 

堀 口 一 躾  

湊 　 弘 二  

丸　山　隆一郎 

石 黒 一 次  

千 田 俊 幸  

黒 田 雅 世  

中 津 和 雄  

澁 谷 克 己  

梶 　 利 明  

大 森 武 治  

阿 部 武 夫  

大井川　　　学 

原 口 小  

白 符 小  

湯 ノ里 小  

木 古 内 小  

浜 分 中  

島 川 小  

大 沼 小  

鹿 部 小  

駒ヶ岳 小  

山 崎 小  

国 縫 小  

渡島教育局 

稲 岡 敬 人  

毛 利 繁 和  

竹 嶋 　 充  

伊 藤 良 美  

小笠原　正　司 

熊 木 明 宏  

橋 本 公 伸  

下 田 　 豊  

加賀谷　正明  

坂 木 智 士  

新 谷 公 康  

永 澤 　 篤  

原 口 小  

白 符 小  

湯 ノ里 小  

木 古 内 小  

浜 分 中  

島 川 小  

大 沼 小  

鹿 部 小  

駒ヶ岳 小  

山 崎 小  

国 縫 小  

渡島教育局 

〒049－3121　　　　　　 
八雲町上八雲296－1 
大関小学校内 
竹　内　良　容 

電　話　01376－2－3663 
ＦＡＸ　01376－2－4496 

 

氏　　　名 所　　属 役　　職 
 
 
 
顧 問  
 
 
 
支 部 長  
 
副支部長 
 

監 査   
幹 事 長  
副幹事長 
会計幹事 

庶務幹事  
広報幹事 

終身会員 
終身会員 
終身会員 
終身会員 
終身会員 
終身会員 
浜 分 小  
峠 下 小  
大中山小 
上 磯 小  
福 島 小  
軍 川 中  
長万部小 
大 関 小  
石 別 小  
知 内 小  
八 雲 中  
松 城 小  
落 部 小  

半　田　　　● 
田　中　邦　夫 
森　下　英　治 
佐　藤　勝　博 
恒　吉　重　正 
天　野　哲　征 
土 谷 雄 一  
川　合　正　芳 
藤　枝　勝　雄 
安　藤　信　男 
関　口　文　雄 
中 山 修 一  
市　川　秀　雄 
竹　内　良　容 
細　川　敬太郎 
小　林　基　英 
大　澤　敏　弘 
高 橋 伸 夫  
木 村 　 孝  

哲 

s夕陽会渡島支部事務局t

印
刷
／
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